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トラックの死角 

―車両や歩行者を脅かす「見えない危険」― 

 

【要旨】 

▪ ASEAN 各国の交通事故死亡率はおおむね高く、各国において交通事故が課題となっていま

す。 

▪ トラックの周囲には、トラック運転者がミラーを使っても確認できない死角が広範囲にあ

ります。そのため、トラックの付近を走る一般車両、バイク、歩行者がトラック運転者に全

く気付かれないケースが多々あります。 

▪ 多くの交通事故は、他の道路利用者がトラックに接近しすぎたり、並走し続けたりするこ

と、また「トラック運転者からは自分が見えている」という誤った思い込みをすることによ

って発生しています。 

▪ 道路を安全に利用するためには、トラックの死角を理解し、死角に入らないようにトラッ

クと十分な距離を保つことが不可欠です。 

▪ 一人ひとりの小さな意識の変化や行動の改善が、トラック関連事故の発生率を下げ、被害

を最小限に抑えることにつながります。 

 

 

はじめに 

2023 年発表の WHO の推計によると、2021 年における東南アジア各国の人口 10 万人当たりの道路

交通事故死亡率および推定死者数は下表のとおりです（数値の不正確性によりブルネイを除外、参考と

して日本の数値も掲載）。東南アジア 9 カ国の中ではタイの死亡率が最も高くなっており、タイにおけ

る道路交通事故の深刻さが分かります。また、東南アジア各国の死亡率はおおむね高く、各国において

交通事故が課題となっていることが示唆されています。 

 

表 道路交通事故死亡率の比較 

順位 

(2021 年死亡率) 
国名 

死亡率 

(人口 10 万人当り) 
推定死者数 

1 タイ 25.4 3,113 

2 ミャンマー 19.3 17,229 

3 カンボジア 18.8 1,217 

4 ベトナム 17.7 4,680 

5 ラオス 16.4 31,063 

6 マレーシア 13.9 11,062 

7 インドネシア 11.3 3,113 

8 フィリピン 9.7 17,229 

9 シンガポール 1.9 110 

― 日本 2.7 3,304 

出所：WHO Global Status Report on Road Safety 2023 を参考に当社作成 
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Thailand Road Safety Collaboration のデータによると、登録車両 1 万台あたりのトラック事故率は、

2012 年から 2022 年にかけて大きく変動しています。事故率は 2018 年に 48.23 件とピークに達しまし

たが、その後減少し、2022 年には 30.04 件となっています。こうした変動は、道路の安全性が運転者の

行動、道路状況、交通量、そして各県ごとの環境の違いといった複数の要因に影響されることを示して

います。事故の重大な要因でありながら見落とされがちなのが、トラックの死角です。ここは運転者の

視界に入らない場所であり、警告なしに深刻な事故を引き起こします。 

例えば、2025 年に Chachoengsao 県で発生した事故では、学校前の赤信号で停車していた複数の車

両に 10 輪トラックが追突し、多くの児童や保護者が負傷しました。車間距離が近いために視界が制限

されていたこと、そしてトラック特有の制動距離（ブレーキが効き始めてから止まるまでの距離）の長

さが原因で、時間内に減速することができませんでした。また、都市部でも同様に、左折しようとする

トラックの左側を追い越そうとしたバイクが衝突する事故が多発しています。これは、バイクがトラッ

クの死角に入り込んでしまうことが原因です。どちらのケースも根本的な原因は同じで、「お互いの姿

が見えていない」ということです。 

 

 

 

トラックの死角とは？ 

トラックの死角とは、車両の周囲に位置し、フロントガラス越しや

ミラーを通しても運転者が確認できないエリアのことです。これには

前方、左側、右側、そして後方のすべてが含まれます。トラックはその

大きさゆえに視界が限定されており、運転者の視線が届かない範囲が

いくつも存在します。もし他の車両や歩行者がこれらのエリアに入り

込んでしまうと、運転者はその存在に全く気づかない可能性がありま

す。 

トラックが関与する事故は、その重量と衝撃力の強さから、通常よ

りも重大な結果を招くことが少なくありません。多くの場合、死角が要

因となって、本来なら軽微な状況が深刻な事故へと一変してしまいま

す。トラックの死角は、主に以下の 4 つのエリアで構成されています。 
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1. トラックの前方 

トラックの運転席は高い位置にあるため、車両のすぐ目の前にある対象物を確認することが困難

な場合があります。 

   

 

リスク 避けるべき行動 取るべき行動 

前方死角 

トラックの直前にいる小型車やバ

イクが前方死角に入る 

- トラックのすぐ前へ急に割り込む 

- 赤信号で停止する際、トラックの

すぐ前に止まる 

トラックの運転者がミラー越しに

こちらの車全体を確認できるくら

いの距離を保つ 

制動距離 

トラック特有の大きい制動距離（ブ

レーキが効き始めてから完全停止

するまでの距離）により、運転者が

前方車両に気付いた場合でも、停止

が間に合わない 

トラックの前に入り込んだ直後に急

ブレーキをかける 

追い越しを終えて車線に戻る際

は、十分なスペースを空けてから

戻るようにする 

 

 

2. トラックの右側 

サイドミラーからドアのあたりにかけたエリアは、運転者の視認性が非常に限られています。トラ

ックの右側の車線を走行する必要がある場合は、このエリアに留まらないようにすることが重要です。 

   
 

リスク 避けるべき行動 取るべき行動 

右方死角 

トラックの側面にいる小型車やバ

イクが右方死角に入る 

- トラックのすぐ右側で走行する 

- トラックと並走したまま、継続的

に走行する 

- 追い越す際に速度を上げず、死角

エリアに長く留まる 

- 「トラックの運転者からは自分が

見えている」という思い込み。 

- 死角に留まるのを避ける 

- 速度を落としてトラックの後方

に移動する 
側面衝突 

トラックが右側に車線変更をしよ

うとした際、並走している車両に気

づかず右側面から衝突する 
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3. トラックの左側 

トラックの左側は運転席から離れているため、右側より運転者の視認性が非常に限られています。 

   
 

リスク 避けるべき行動 取るべき行動 

左方死角 

トラックの側面にいる小型車やバ

イクが左方死角に入る。左方は死角

が最も大きくなることが多い。 
- トラックの左側からの追い越し。

特にトラックが減速中や左折動作

中の場合。 

- トラックの左側を並走すること。 

- 「トラックの運転者からは自分が

見えている」という思い込み。 

- 左側からできるだけ距離を置

く。 

- トラックが右左折の合図を出し

ている場合はいかなる状況でも

追い越しをしない。 

- トラックが大きく旋回できるよ

う、十分なスペースを空ける。 

側面衝突 

トラックが左側に車線変更をしよ

うとした際、並走している車両に気

づかず左側面から衝突する。 

左折巻き込み 

トラックが左折しようとした際、

並走しているバイクに気付かず左

側面に巻き込む。 

 

 

4. トラック後方 

トラックの運転者からは、真後ろを走る車両がほとんど見えない場合があります。特に荷台に荷物

を積んでいるあるいは後部が塞がっている場合、後方の視界が完全に遮られることがあります。後方か

らの追突事故は発生件数が多く、重大事故につながるケースも多く見られます。 

 
 

リスク 避けるべき行動 取るべき行動 

死角 

トラックの真後ろの視認性は非常

に限られている。 

- 車間距離を詰めすぎる行為、あお

り運転 

- スマートフォンの操作、わき見運

転。 

- 「トラックも乗用車と同じ速度で

止まれる」という思い込み。 

- トラック後方と自車の間に十分

な距離を取る。 

- トラックの急制動に備え、いつ

でもブレーキを掛けられるよう

に準備する。 

後方衝突 

車間距離を詰めすぎると、トラッ

クがブレーキをかけた際に対応で

きず、後方から衝突する。 

左折巻き込み 

トラックが左折しようとした際、

並走しているバイクに気付かず左

側面に巻き込む。 
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トラックの死角による事故例 

1. トラックの死角で停車中の二輪車が巻き込まれ、運転者が死亡（プーケット） 

プーケットの交差点で、10 輪トラックが右折するために赤信号で止まっていたところ、同じく右

折しようとした 54 歳の女性が運転するバイクが近づき、トラックの直前に停止しました。信号が青に

変わった瞬間にトラックが発進しバイクと衝突しました。バイク運転者の女性はトラックの左前輪に

轢かれ、その後に負傷が原因で亡くなりました。監視カメラの映像により、バイクがトラックのフロン

ト部分の死角に入っていたため、運転者からは全く見えていなかったことが確認されました。大型トラ

ックはその車高の高さと設計上、車両のすぐ近くにいる人や物、特に小さなバイクなどは運転席から完

全に隠れてしまいます。バイクがトラックのすぐ近くに停車すると、こうした「死角」による深刻な危

険を招くことがあります。 

このようなリスクを減少するために、大型トラックの直前で停車することを避け、安全な距離を保

ちつつ、トラックの運転者から認識できる位置に停車あるいは走行しましょう。同時に、トラックの運

転者は発進前に周囲の状況を注意深く確認し、ミラーや視覚補助装置（カメラなど）を効果的に活用す

る必要があります。また、信号が変わった瞬間に急発進することを避けてください。 

 

2. わき見運転が原因か、バンコクでトラックが衝突し 3 人負傷 

バンコクで発生したもう一つの事故は、6 輪トラックがピックアップトラックと警察の検問所に衝

突し、3 人が負傷したという事故でした。運転者は、「スマートフォンを拾おうとして下を向いていた」

と供述しました。また、別の車両が視界を遮っていたことも重なり、前方の検問所に気づくのが遅れた

と認めています。運転者の体内からアルコールは検出されませんでしたが、この事故は「不注意によっ

て道路状況への認識が失われる」という、行動面における盲点を示しています。たとえ一瞬のわき見で

あっても、特に重量があり制動距離が長い大型トラックを運転している場合、危険の察知は困難になり

ます。大型車ゆえに、わずかなミスが重大な事故に直結しやすく、取り返しのつかない事態を招く可能

性があります。 

このような事故を防ぐために、運転者は運転中のスマホ操作を避けて常に道路状況に集中する必

要があります。また、安全な車間距離を保ち、特にリスクの高い場所では危険を予測することが重大な

衝突事故を防ぐための不可欠なステップとなります。 

 

 

トラック周辺を運転する際の安全チェックリスト 

トラックが行き交う道路では、全ての道路利用者の意識と協力が欠かせません。トラックはその大

きさ、重量、そして視界の狭さゆえに、特有のリスクを伴います。これらを正しく理解し、尊重するこ

とが重要です。以下のチェックリストは、乗用車やバイクや自転車の運転者、そして歩行者がトラック

の近くで安全に活動するための推奨事項をまとめたものです。 

道路における安全は、「あなたがトラックを見ているか」ではなく、「トラックの運転者があなたを

見ているか」によって決まります。運転者、歩行者において、トラックの視界の限界を正しく理解し、

それに応じて行動を調整することが重大な事故の防止につながります。十分なスペースを空ける、死角

を避ける、予測可能な動きを心がけるといった小さな積み重ねが、道路全体の安全性に大きな影響を与

えます。 
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トラック周辺を運転する際の安全チェックリスト 

観点  チェック項目 

乗用車 

取るべき行動 

□ トラックとの距離を十分に確保する。 

□ 
追い越しの際、トラックを完全に追い越してから元の車線に戻

る。 

□ トラックのウィンカーや動きなどを確認しながら運転する。 

□ 車線変更や追い越しの際、ウィンカーで明確な合図を出す。 

□ 
トラックが右左折や車線変更できるよう、十分にスペースを空

ける。 

避けるべき行動 

□ 継続的にトラックと並走する。 

□ 至近距離でトラックの直前へ割り込む。 

□ 
トラックの視界が限られている、あるいは死角エリアに継続的

に留まる。 

□ 「トラックの運転者からは自分が見えている」という思い込み。 

バイク 

取るべき行動 

□ トラックが明確に認識できるエリアを走行する。 

□ 
トラックとは通常よりも距離を置き、特にタイヤの周辺には近

づかないようにする。 

□ 
トラックが右左折の合図を出した場合、速度を落とし、警戒を強

める。 

□ 交差点や交通渋滞ではさらに警戒する。 

避けるべき行動 

□ トラックの右側からの追い越し。 

□ 
トラックの視界が限られている隙間や狭いスペースを走行す

る。 

□ 継続的にトラックと並走する。 

□ 
トラックの死角エリアに停車する、または留まること。特に信号

待ちの際は注意が必要。 

歩行者 

取るべき行動 

□ 
安全を確保できない場合、または視界が限られている場合、トラ

ックが完全に通り過ぎていくまで待機する。 

□ 道を渡る際は常に横断歩道を利用する。 

□ 
トラックの前を横断する際は、運転者とアイコンタクトを交わ

し、こちらの存在に気づいていることを確認してから渡る。 

□ 
右左折しているトラックに注意。特に交差点ではさらに注意が

必要。 

避けるべき行動 

□ 至近距離でトラックの直前を横切る。 

□ トラックの前、横、またはタイヤの近くで立つ。 

□ 「トラックの運転者からは自分が見えている」という思い込み。 

□ 「トラックも乗用車と同じ速度で止まれる」という思い込み。 
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まとめ 

トラックは、都市部や経済圏を結ぶ主要ルートを中心に、タイの交通システムにおいて重要な役割

を担っています。しかし、その車体の大きさや重量、制動距離の長さ、限られた視界といった特性によ

り、制御が難しく、事故が発生した場合にはより深刻な被害につながりやすい傾向があります。主要な

リスク要因の一つがトラックの死角であり、これは運転者から見えない車両周辺を指します。そのため、

他の道路利用者が運転者に気づかれないまま近くに来てしまう可能性があります。 

死角に起因する事故は、車両やバイクがトラックに近づきすぎたり、トラックと並走し続けたり、

十分な目視確認を行わないまま車線変更したりする場合に多く発生します。これらのリスクは、交通量

が多い状況、道路状態が悪い状況、または運転者が速度や車間距離を誤って判断した場合に、さらに高

まります。 

道路の安全性を向上させるためには、トラック運転者、乗用車の運転者、バイクの運転者、歩行者

など、さまざまな立場からトラックの限界を理解することが重要です。安全のための行動としては、十

分な車間距離を保つこと、死角となるエリアを避けること、合図を明確に出すこと、そして周囲が予測

しやすい運転を心がけることが挙げられます。 

最終的に、道路の安全は交通ルールを守ることだけでなく、他の道路利用者が常に自分を視認して

いるとは限らない、という点を認識することにも左右されます。より広い車間距離を確保する、より安

全なタイミングで車線変更や移動を行うといった行動の小さな調整が、事故の発生率と被害の深刻度

の双方を大きく減らすことにつながります。 
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ッセイ同和損保の各社営業担当までお気軽にお寄せ下さい。 

 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研（株）  

リスクマネジメント企画部 国際業務グループ 

TEL.03-5296-8920 

https://www.irric.co.jp 

 

InterRisk Asia (Thailand) Co., Ltd.  

175 Sathorn City Tower, South Sathorn Road, Thungmahamek, Sathorn, Bangkok, 10120, Thailand 

TEL: +66-(0)-2679-5276 

FAX: +66-(0)-2679-5278 

https://www.interriskthai.co.th/ 

info@interriskthai.co.th 

 

本誌は、マスコミ報道など公開されている情報に基づいて作成しております。 

また、本誌は、読者の方々に対して企業のリスクマネジメント活動等に役立てていただくことを 

目的としたものであり、事案そのものに対する批評その他を意図しているものではありません。 

 

Copyright 2026 MS&AD InterRisk Research & Consulting, Inc. All Rights Reserved 

 

http://www.irric.co.jp/
http://www.interriskthai.co.th/
mailto:info@interriskthai.co.th
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InterRisk Asia Thailand の交通安全研修サービスのご案内 

• InterRisk Asia Thailand の交通安全研修サービスは、実証済みの実践的戦略と最新の交通安全に関

する知見の統合により、交通安全を維持するために必要な知識とスキルを受講者が確実に習得できるよ

うに設計されています。提供されるプログラムは明確で理解しやすいものであり、重要な学習ポイント

を強化する魅力的なアクティビティ、高度なツール、現実的シミュレーションなどが特徴です。 

• トレーニングの最後には、受講者の長期的な向上を支援するための包括的学習資料と個別評価が

提供されます。 

 

各メニュー Basic コース：すべての自動車利用者を対象に、交通安全の基礎知識を提供しま

す。より安全な運転を確保するための必須事項が網羅されています。 

Awareness コース：交通事故の発生原因や結果を理解し、個人および集団の交

通安全意識の重要性を把握することに重点を置いているコースです。 

Manner コース：専門職ドライバーの運転マナーを養うことを目的としたコース

です。主な内容は、どのようなクライアントに対しても好印象を与えるためのマナー

の習得方法と、運転中の感情のコントロール方法です。 

二輪自動車安全コース：道路利用者として最も脆弱なグループの一つであるバイ

ク利用者向けに、基本的な運転技術および交通リスク低減テクニックを網羅していま

す。 

トラック安全コース：トラックドライバーの交通安全技術に焦点を当て、大型車

を安全かつ効果的に扱う能力の向上を目的としたコースです。 

安全運転管理コース：組織の管理者向けにマネジメントガイドラインを提供しま

す。従業員の安全運転を強化することによって交通事故低減を図り、組織全体の社会

的評価や信頼性（レピュテーション）の向上を目指します。 

タイ来訪・在住外国人向け交通安全研修コース：訪タイ外国人がタイの交通ルー

ルを確実に理解し、タイにおける運転習慣を把握できるよう支援します。受講者の車

両運転スタイルがタイの現実に即したものとなり、それにより交通に関する法的リス

クや事故リスクの低減が図られます。 

研修オプシ

ョン 

オンサイト：実践的アクティビティや現実的シミュレーションへの参加により、

受講者の基本的運転スキルおよび状況認識スキルが向上します。また、交通状況の変

化に対する反応時間や運転者としての意思決定スキルが、高度なツールを用いてテス

トされます。これらの取り組みを通じて、受講者が実際の道路状況に備えられるよう

支援します。 

オンライン：リモート学習を希望するお客様向けに、任意の電子デバイスからア

クセスできるインタラクティブなオンラインプログラムを提供しています。当社のプ

ラットフォームには、短いトレーニングビデオ、アクティビティ、リアルタイムの評

価結果が含まれており、受講者はどこからでも教材にアクセスできます。 

 
登録車両数の増加により、交通事故、負傷、および死亡者数が各国で大幅に増加しています。この課題

に対応するために、弊社ではお客様のニーズに合わせた専門的な交通安全研修を提供しています。 

 

 
【交通安全研修の様子】 
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MS&AD インターリスク総研は 2024 年 4 月、これまでのホームページを刷新し、リスクに強い組織づくりをサポートするプ

ラットフォーム「RM NAVI（リスクマネジメント ナビ）」をリリースしました。 

 

「RM NAVI」は、MS&AD インターリスク総研の知見をフル活用して、情報提供から実践までをトータルサポート。 

コンサルタントの豊富な経験と、最先端のデジタルサービスで、リスクに強い組織づくりを支えます。 

あなたに寄り添い、最適な答えへと導く、リスクマネジメントの羅針盤です。 

 

 

 

「RM NAVI」はこちら（会員登録もこちらから可能です） 

https://rm-navi.com 

https://rm-navi.com/
https://rm-navi.com/
https://rm-navi.com/

